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2019 年 11 月 26 日 

報道関係各位 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 

製造業向けのデジタルツインソリューションを提供開始 

60 年間のシミュレーション技術と AI、IoT の活用で企業のデータ活用や社会課題の解決に貢献 

 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（代表取締役社長：菊地 哲、本社：東京都千代田区、略

称：CTC）は、機械設備や人、作業工程などをコンピュータ上で再現し、生産の最適化につなげるデ

ジタルツインソリューションの提供を本日から開始します。製造や物流の分野を中心に展開し、1 年間

で 10 社への提供を目指します。 

 

機器センサーの進歩や IoT の普及に伴い、工場や物流における物理的な環境（フィジカル空間）

をそのままコンピュータ（サイバー空間）上で再現し、プロセスの全体最適化を図る手法「デジタルツイ

ン」に注目が集まっています。 

 

今回、CTC が提供するデジタルツインソリューションは、予測のための人工知能（AI）と最適化や制

御のためシミュレーション機能を備えた IoT プラットフォームです。AI とシミュレーションを組み合わせ

ることで、例えば、工場設備の異常を AI でリアルタイムに予測し、その予測に基づきシミュレーション

を実行して工場の最適な生産計画を算出したり、シミュレーションのパラメータを AI で調整して計画

策定の効率化につなげたりすることができます。 

また、5G によるデータ通信の超高速化・多接続化・低遅延化の実現に伴い、フィジカル空間とサイ

バー空間とのリアルタイムな対応範囲を拡大することで、都市や広範囲の交通網、エネルギーなどの

分野で、実際のフィジカル空間だけでは見えてこなかった社会課題を特定し、解決につなげることが

できます。 

データ収集と AI の実行環境としては SAS Institute Inc.の IoT ソフトウェア SAS® Event Stream 

Processing を使用しています。SAS Event Stream Processing は、IoT で使用される様々なデータのリ

アルタイム処理を実現するソフトウェアで、大量データのフィルタリングや正規化、分類、集約、標準化、

クレンジングなどを高速に行い、エッジ上で AI を用いた高度な分析が可能になります。 

シミュレーションソフトウェアとしては、Lanner Group Ltd.が開発した witness を使用しています。

witness は、生産ラインや物流、交通、事務業務などの様々なプロセスを簡単にモデル化し、アニメー

ションによる可視化や多角的なレポートなどで計画の定量評価を可能にします。最新バージョンの

witness 22 Horizon では、無人搬送車・無人搬送ロボットの給電システムをモデル化を含め、デジタル

ツインや工場の IoT 化のための機能が盛り込まれています。 

CTC は、SAS 社製品の国内最大の販売実績や大規模なシステム構築・運用実績があり、SAS 社製

品を使用した IoT システムも手掛けています。また、コンピュータシミュレーションでは 60 年以上に及

ぶサービス提供で蓄積したノウハウがあり、witness については、日本国内の総販売代理店として既に

自動車の生産ライン、物流センターの人員配置、交通シミュレーション、金融機関の窓口業務など、

様々な分野のお客様に提供しています。 

今回のデジタルツインソリューションの提供に先立ち、株式会社日立ケーイーシステムズのデータ

収集のための IoT ソフトウェア「WORKFRONT/IoT」、株式会社マクニカのセンシング＆エッジコン

ピューティング端末「SENSPIDER」を活用したデモシステムも構築しました。 
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今後 CTC は、本ソリューションの提供で得たノウハウをもとに、AI とシミュレーションの連携によるモ

デルの高精度化に努め、お客様のデータ活用やデジタルトランスフォーメーションに加え、社会課題

の特定や解決に貢献していきます。 

＜デジタルツインソリューションのイメージ＞ 

※ 記載されている商品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。

※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。

以上 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 広報部 

TEL：03-6203-4100／E-mail：press@ctc-g.co.jp 
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